
世の中の移り変わり

西 暦 元号 年 干支 月 おもなできごと ※太字は本邑(本町)関係

古代 原始

旧石器時代 天草に人間が住み始める

牛深内野原遺蹟 倉岳下塔尾遺蹟

縄文時代 (約1万年前) 狩猟 漁の生活（たて穴式住居 .石器 .骨格器 .縄文式土器)
枦の原遺跡・道面遺跡・新休遺跡・福岡遺跡（石器）

早期 本渡丸尾が丘遺蹟

中期 五和町二江沖ノ原貝塚

本渡大矢遺蹟（土偶 .動物形土製品）
後期 本渡浜崎貝塚

晩期 浜崎遺蹟（小児用甓棺）

弥生時代(約２ ,４００年前) 水田稲作 農耕生活始まる 弥生式土器 .鉄器 .青銅器
二江沖ノ原遺蹟（埋葬人骨あり）

古墳時代(約１ ,７００年前) 各地に古墳が造られ始める

妻の鼻 大松戸 須森 新田 古墳）

天草式土器を使って海水より塩を造る

大和時代

景行 １２ 景行天皇 熊襲征伐

景行 １８ 景行天皇が御所浦 樋島 姫浦に寄港（船止まり伝説）

成務 ５ 天草国造に建島松命 任命される 「先代旧事本記」

大和朝廷の全国統一進む(４世紀中期）

飛鳥時代

５３８ 百済から仏教伝来

５９３ 聖徳太子 推古天皇の摂政となる

６００ このころ天草各地で土器を使った製塩が行われる

６０４ 推古 １２ 肥後国天草郡

６０７ 小野妹子 遣隋使派遣

６４５ 大化 元 大化の改新

奈良時代

７１０ 和銅 ３ 平城京(奈良)に都を移す

７１２ ５ 古事記できる（両児島 .天両屋島の名がある）
７１３ ６ 道君首名 筑後 肥後の国司となる

７２０ 養老 ４ 日本書紀が完成する

７４３ 筑紫館跡から木簡「肥後国天草志記里」出土

７４４ 天平 １６ 続日本記に天草の名がある

肥後国 八代 芦北 天草三郡に大洪水

郡人１ ,５２０余溺死「続日本記」
７７８ 寶龜 ９ １１ 遣唐使 大伴宿弥一行 天草仲島（長島）に漂着

「続日本記」

平安時代

７９４ 延暦 １３ 平安京(京都)に遷都５１２ （都を移す）

８７３ 貞観 １５ ７ 渤海国入唐使崔宗佐門一行甑島に漂着「日本三代実録」

８８５ 仁和 元年 ４ 新羅国使徐善行 高興善ら天草へ上陸「日本三代実録」

「和名類聚抄」には「肥後国安万久佐郡に波太 .天草.
志記 .恵家 .高屋の五郷あり」と記してある。

９４１ 天慶 ４ 弘法大師の法孫妙覚法印が蘇迷岳観音院を開基

鎌倉時代



１１３７ 保延 ３ 平清盛 肥後守となる

１１８５ 文治 元 源頼朝 全国に守護・地頭をおく

１１９２ 建久 ３ 源頼朝 鎌倉幕府を開く

１２０５ 元久 ２ ７ 志岐左衛門尉光弘 志岐６ケ浦の地頭職に任命

６ケ浦（佐伊津沢張 鬼池 蒲牟田 大浦 須志浦 志木浦）

天草種有 本砥(本渡 河浦 産島 高浜)の地頭職となる

１２２０ 承久 ２ この頃河内浦に天草氏、大矢野氏、宮地氏が出現

１２３３ 貞永 ２ 種有の子播磨局に本砥の地頭職を譲る

１２６０ 文應 元 大蔵太夫（播磨局）亀川に来迎寺を建立

１２７４ 文永 １１ 文永・弘安の役に大矢野、天草、志岐氏ら出陣(1281年)
１２８１ 弘安 ４ 弘安の役 蒙古襲来に大矢野種保 種村 奮戦殊勲樹立

１２８３ 弘安 ６ 本砥郷山口に諏訪宮を建てる

１３００ 正安 ２ この頃天草氏志岐氏により滅ぼされる

室町時代

１３１３ 正和 ２ 本砥島の地頭職、志岐景弘に与えられる

河浦一町田に信福寺（天台宗）を開山

１３２９ 正徳 １ 志岐弘円と宮地村地頭仏意の争い(～ 1330年)
１３３３ 正慶 ２ 鎌倉幕府滅亡

１３３４ 建武の新政

１３３７ 山鹿(志岐)隆弘は北朝方、河内浦(天草)三郎は南朝方に

立ち争う

１３３８ 暦応 １ 足利尊氏 室町幕府を開く

１３３９ 暦応 ２ 志岐高達 菊池武朝から本戸を与えられる

１３４０ 興国 元 蘇迷岳観音院に無外禅師が入山

３ この頃上津浦氏登場

１３４８ ４ この頃河内浦氏天草氏を称し出現

１３５０ 観応 １ 山鹿(志岐)隆弘、足利直冬の求めに応じ馳せ参ず

１３５３ ２ 志岐隆弘、肥後詫磨城・筑後飯盛城攻めに手柄をたてる

１３５８ ３ 倉岳町棚底(大権寺)に明俊塔できる

１３６５ ４ 天草種国、玉名広福寺に誓紙を納める

１３６８ 応安 １ 足利義満征夷大将軍

１３７０ ３ 島子・志加木を詫磨氏が支配する

１３８４ 至徳 １ 志岐又次郎、上津浦上総介・長嶋伊豆守等犬追物に参加

する

１３８５ ２ 今川仲秋上津浦を攻め、又志岐城を攻め落とす

１３９９ ６ 志岐高遠、菊池武朝から本戸を与えられる

１４０４ 嘉吉 １１ 本渡市亀川古寺に妙永禅尼塔ができる

１４４２ 宝徳 ２ 竜ヶ岳大道東浦に心田了公・座元禅師塔ができる

１４５０ ２ この頃栖本氏、久玉氏が出現

１４６７ 応任 元 応任の乱

１４７３ 文明 ５ 佐伊津に随了順公により長福寺を創建

１４８７ 長享 １ 栖本河内の小ヶ倉に磨崖佛建立

１４９６ 明応 ５ 鹿子木親員が隈本城を築く

１５０１ 明応 １０ 天草一揆

志岐 上津浦 宮地 天草 長島 大矢野 栖本 久玉）

１５０２ 永正 ２ 河浦益田に観音寺（浄土宗）再興

河浦今村に薬師寺（浄土宗）再興

栖本湯舟原に利明寺（浄土宗）再興

河浦下田に信福寺（浄土宗）再興



１５０５ 永正 ２ 本砥は志岐氏、島子は上津浦氏に与えられる

河浦町益田観音寺、板碑つくられる

１５３０ 享禄 ３ 天草氏が本戸城を築城

１５３１ 本渡市本渡町船の尾・尾越板碑つくられる

１５３２ 天文 上津浦治種、相良氏の助けにより天草・志岐・栖本・大

矢野・長嶋連合軍を破る

１５３３ 天文 天草尚種を中心に、長島、志岐、栖本、大矢野合同で

上津浦治種を攻める。

１５３６ 天文 ５ 城木場城主硴久大膳太夫 圓覺寺(真宗西)開基 現南町

１５３９ 天文 ８ 楠浦立浦板碑作られる

１５４１ 天文 １０ 本戸馬場村に延慶寺(真宗東)創建

１５４３ 天文 １２ ポルトガル船が種子島に漂着 鉄砲伝来

１５４４ 天文 １３ 上津浦氏、棚底城・上津浦城を降りる

１５４５ 天文 １４ 大矢野に唐船着く

１５４９ 天文 １８ フランシスコ･ザビエル鹿児島に上陸 キリスト教布教

１５５１ ２０ 天草・上津浦・大矢野氏連合して栖本を攻める

天草弾正左衛門尉行盛、大友義鎮に降伏する

１５５４ ２３ 相良氏天草を狙い、長島氏を出水へ追い出す。天草五人

衆時代へ

１５５５ 弘治 元年 天草五人衆時代

志岐麟泉 .天草鎮種 .大矢野種基 .栖本親高 .上津浦鎮直）
１５５６ ２ 上津浦氏、栖本を攻め、上津浦より棚底攻藤河を破る

１５５８ 永禄 １ 天草より上津浦攻め、上津浦より棚底攻め、島子より下

津浦を攻める

１５６０ 永禄 ３ 栖本・上津浦戦で鉄砲が使われる

１５６２ 永禄 ５ 日野江城主有馬義貞、口之津を開港。イエズス会士、同

地に布教始める

１５６４ 永禄 ７ 小島子・下砥岐、天草氏より上津浦氏に返還する。

日本布教長コスメ・デ・トルレス神父、口之津に布教の

本拠を移す

１５６５ ８ 天草・大矢野・上津浦三氏で志柿を攻める

志岐・栖本・有馬・和泉合同で島子を攻める

長島城主天草越前守、島津義虎に滅ぼされる

１５６６ 永禄 ９ 志岐麟泉 キリスト教宣教師ヴィレラを招聘する

１５６７ 永禄 １０ 全国の宣教師を招集して志岐宗教会議を開催

１５６８ 永禄 １１ 口之津にあったイエズス会日本布教長コスメ・デ・トル

レス神父、志岐に来て滞在。布教会議を開く

１５６９ １２ 天草鎮種 修道士ルイス・アルメーダを招聘する

崎津に天主堂を建設

１５７０ 元亀 元 天草志岐に全国の宣教師を招き宗教会議を開く

カブラル日本布教長となる。

トルレス神父志岐で昇天する

１５７１ ２ 志岐麟泉棄教。

天草氏、嫡子や多くの家臣と共に洗礼を受く。これより

河内浦はキリシタン伝導の拠点となる

安土桃山時代

１５７３ 天正 １ ４ 武田信玄が亡くなる

７ 織田信長が足利義昭を河内へ追放したため、室町幕府が

滅亡する



８ 朝倉義景と浅井長政が信長に敗れ自害し、両家とも滅亡

する

１５７ 4 天正 ２ 「本能寺の変」織田信長が明智光秀に攻められ自害する

１５７５ 天正 ３ 天草鎮尚、授洗

１５７６ 天正 ４ 天草鎮尚、島津氏と和睦

１５７９ 天正 ７ 天草鎮尚、島津氏の麾下にはいる。

イエズス会の巡察士アレキサンドロ・ヴァリニアーノ、

口之津に来航、全国宣教師会議を開き、日本布教の大方

針を決定

１５８０ 天正 ８ 島津氏と竜造寺氏の戦いに天草衆参戦

このころ、天草鎮尚の領地でキリシタン 1 万 5 千人を数
える

１５８１ 天正 ９ 志岐氏、竜造寺隆信に服属

天草刑部大輔、相良義陽に従い響原に戦死する

１５８２ 天正 １０ 豊臣秀吉が明智光秀を討つ「山崎の戦い」

大友宗麟、ローマに遣欧少年使節団を派遣

１５８３ １１ アルメイダ、河内浦にて没

１５８５ １３ 志岐・上津浦・栖本・天草・島津に従い島原半島に出兵竜

造寺軍と戦う

１５８７ 天正 １５丁亥 ４ 豊臣秀吉 九州征伐 肥後南半分は小西行長支配

豊臣秀吉バテレン追放令を出す

天草久種等天草五人衆島津に従い大友氏と戦う

天草五人衆秋月で秀吉に降伏し、佐々成政の与力となる

禁教令後、天草久種自領内でキリシタン保護・大矢野種

基、一族家臣 2731人と共に入信
１５８８ 天正 １６ 佐々成政失脚(切腹)し天草五人衆小西行長の支配下に置

かれる。

鈴木重成生まれる。

ノビシアド(修練院)、河内浦に設置さる。遺欧 4 少年ノ
ビシアド入所。

河内浦で疫病大流行

河内浦城

秀吉が大矢野種基に小西行長合宿を命じ、1755 石をあ
てがう。

天草久種、小西行長より 6785 石をあてがわれる。
天草でも太閤検地行われる。

１５８９ 天正 １７己丑 １１ 天草天正の合戦

(仏木坂に於いて木山彈正 加藤清正軍に刺殺さる)

蘇迷岳観音院が小西行長の兵火を浴び全焼

６ フロイスが本戸に滞在する

８ 行長天草諸豪に宇土城普請役を命ずる

９ 天草合戦始まる

１１ 木山弾正加藤清正に討たれる 志岐城陥落

本渡城陥落、天草伊豆の守討死・天草は完全に小西行長

領となる

栖本氏キリスト教入信。

河内浦のノビシアドが大村に移される。

１５９０ 天正 １８庚寅 豊臣秀吉の全国統一が完成する

少年使節団、活版印刷機を持ち帰る

上津浦氏入信



１５９１ 天正 １９辛卯 コレジオ（大神学院）天草学林口之津より天草へ移転

遣欧四少年天草のノビシアド（修練院）に入る

遣欧少年使節団、聚楽第で豊臣秀吉に謁見

行長と天草久種の和解が室の津で成立

１５９２ 文禄 元年壬辰 日本最初の金属活字本「平家物語」「伊曽保物語」出版

町山口村に鎮道寺（真宗東）建立 現富岡

豊臣秀吉 朝鮮出兵(文禄の役)

(大谷諸兵衛 益田日向兵衛ら天草水軍を率いて出陣)

梅北一揆起こり、栖本親高死す

寺沢広高、長崎奉行に任命さる

１５９３ 文禄 ２ 河内浦にあったコレジヨが一時河内浦・大江・久玉に分

散される

１５９５ 文禄 ４ 広高、洗礼を受ける

１５９ 7 慶長 ２ コレジオ、長崎に移る

慶長の役・大矢野種基父子、栖本道隆順天で戦死

広高棄教、迫害者へ

江戸時代

１５９７ 慶長 ２丁酉 大島子村に西法寺(真宗西）建立 現佐伊津

１５９８ 慶長 ３ 学林、天草より長崎へ移転

豊臣秀吉没

１６００ 慶長 ５庚子 関ケ原の戦いで徳川家康が勝利する

行長は京都で処刑され天草は加藤清正の領となる

天草久種、小早川秀秋に属し備前に移る

１６０１ 慶長 ６ 天草は唐津藩寺沢広高の領地となる (総高４万２千石)

１６０２ 慶長 ７ 寺沢広高富岡城を築城

１６０３ 慶長 ８癸卯 徳川家康 江戸幕府を開く。家康、征夷大将軍

天草は寺沢広高(唐津藩)の領地となる。

寺沢広高、富岡に新城を築き番代を置く。 検地をする。

(4 万 2 千石？)、
加藤清正、熊本城築城に着手する

１６０４ 慶長 ９甲辰 富岡に唐津城の支城を築き、番代を置く

広高、長崎代官罷免

１６０５ 慶長 １０乙巳 徳川家康 徳川秀忠に将軍職を譲る

幕府 諸国大名に国絵図 郷帳作成（統計調査）を命ず

肥後国絵図（永青文庫）

広高キリシタン弾圧強める

（河内村石高１０２８．９７６石の記録あり）

※河内村（現在の本町・本泉・広瀬）

１６０７ 慶長 １２丁未 熊本城完成（隈本城を熊本城に改める）

１６１１ 慶長 １６ 加藤清正死去

１６１３ 慶長 １８癸丑 将軍徳川秀忠 全国にキリシタン禁制を発令

宣教師国外追放

１６１４ 慶長 １９ 島原・天草はじめ全国でキリシタン弾圧が始まる。アダ

ム荒川処刑さる

１６１５ 元和 １ 大阪夏の陣・豊臣氏滅ぶ。

細川忠興次子興秋（熊本藩初代藩主忠利兄）、豊臣に組

みしも破れ、天草に逃れる。御領組大庄屋の始祖

１６１６ 元和 ２丙辰 家康死去 松倉重政、島原城主となる

鎮道寺に真宗天草総録所を命じ富岡へ移転

１６２０ 元和 ６ 絵踏み、長崎で実施される



１６２１ 元和 ７辛酉 三宅藤兵衛 天草の番代に着任

１６２３ 元和 ９

１６２５ 寛永 ２ 寺沢広高隠居、堅高家督相続

１６２９ 寛永 ６己巳 踏絵令を発す 切支丹宗徒の大検挙

１６３２ 寛永 ９壬申 徳川秀忠死去。

徳川家光が３代将軍となる

加藤忠広配流細川氏が肥 後藩主となる

１６３３ 寛永 １０癸酉 幕府鎖国令発布

中浦ジュリアン（少年使節）、長崎で倒し倒吊りの刑を

受け殉教

１６３４ 寛永 １１甲戌 １４年まで異常気象 天草不作続く 餓死者多数

幕府、酒造高の半減を命ず・細川藩、年貢の減免を命ず

１６３５ 寛永 １２ 参勤交代が制度化される

１６３６ 寛永 １３丙子 寛永通寶鋳造さる

天草の人口２万５千人

１６３７ 寛永 １４丁丑 本村及び近村の百姓が天草四郎勢を攻撃

１０ 天草島原の乱

切支丹一揆勢〈天草四郎〉と領主寺澤勢が島子村で合戦

本戸の合戦で番代三宅藤兵衛討死

更に富岡城を攻めたが落ちず坂瀬川より原城へ向かう)

１１ 一揆勢原城に篭城

１２

１６３８ 寛永 １５戊寅 ２ 宮本武蔵、原城総攻撃に参戦し一揆勢の投石で負傷

天草より籠城者男女１２ ,２０８人死滅
原城 落城す 天草四郎以下一揆勢３万７千人は討死

３ 松平伊豆守信綱 乱後の天草巡視

山崎家治が領主となる 富岡城を再建

魚貫崎遠見番所設置

１６３９ 寛永 １６己卯 幕府は鎖国令によりキリシタンを厳しく取り締まる

天領専任統治

１６４０ 寛永 １７ 宮本武蔵が細川忠利に招かれ熊本城下に住む

１６４１ 寛永 １８辛巳 鎖国体制完成

山崎家治、讃岐丸亀へ移封

幕府天草を天領とし鈴木重成を初代代官に任命

重成は天草を１０組８６ヶ村に分け、村々に庄屋を置く

旧「河内村」は御領組（下河内村：佐藤家・

新休村：福田家・本村：鶴田家）

諏訪神宮は本渡へ移転、本渡の市始まる

牛深遠見山番所設置

１６４２ 寛永 １９壬午 ７ 幕府、天草に移民を奨励

薩摩藩より移民３５戸１５５人 馬匹４９頭移入

熊本藩より移民５０戸１７０人 馬匹２頭移入

１６４３ 寛永 ２０癸未 １０ 正天皇譲位後光明天皇踐祚（位を継ぐ）（將軍徳川家光）

宮本武蔵「五輪ノ書」を著す

山口村に諏訪宮を再建（鈴木重成）

志岐村に白華山円通寺を創建（鈴木重成）

天草の人口５千人

１６４４ 正保 元年甲申 本戸郡代役所跡に禅寺向陽山明徳寺12石建立（鈴木重成）

志岐に国照寺を建立（鈴木重成）

１１ 平床矢筈岳に山ノ神建立



１２ 江戸幕府正保郷帳（統計調査）作成を命ず

１６４５ 正保 ２乙酉 重成定浦制定める(弁指制)

湯舟原村に浄土真仏性山宗円性寺30石を再建（鈴木重成）

一町田村に浄土真宗天草山崇円寺30石を創建（鈴木重成）

御領村に曹洞宗月桂山芳證寺12石創建（鈴木重成）

本渡町に曹洞宗向陽山明徳寺12石創建（鈴木重成）

佐伊津村に真言宗大乾山満珠院阿弥陀寺創建（鈴木重成）

１６４６ 正保 ３丙戌 上津浦に曹洞宗正覚寺を創建（鈴木重成）

正保郷帳（石高 下河内村１０４石

枝郷｢掛道村｣３１石６斗 本村２０３石､新休村８６石）

１６４７ 正保 ４丁亥 郡中に移住民５００人を招致

農具は公儀持ち 家居は其村提供

富岡に天草島原の乱戦没者の首塚を建立

﨑津諏訪宮創建

１６４８ 慶安 元年戊子 １１ 鈴木重成 命じて新休村に松栄山東向寺創建

徳川將軍家菩提所として郡中鎭護の霊場に当てる

中華珪法、開基

１２ 重成 郡中諸寺社へ寺社領寄与の證状を発令

総石高３００石 東向寺５０石 国照寺４５石

円性寺３０石 崇円寺３０石 瑞林寺１５石

明徳寺１２石(内２石明栄寺)

芳證寺１２石（内２石長興寺）

１６４９ 慶安 ２ 慶安の御触書

１６５０ 慶安 ３庚寅 下河内村普門院創建

１６５１ 慶安 ４辛卯 夏 東向寺の工略々成就 中華珪法 家光の廟に弔禮

８ 徳川家綱を將軍職とする

崎津八幡宮創立

１６５３ 承應 ２癸巳 春 重成上府す 直接老中に郡状を訴え 石高半減の聴許求む

１０ 重成 江戸神田賜邸において自刀（切腹）する 年６６

１６５４ 承應 ３甲午 ３ 郡中に始めて切支丹禁制の高札を建てる

下河内佐藤家３代（俗名不祥）歿す

３ 自刀した鈴木重成公の遺髪を中華珪法が貰い受け寺領内

に埋葬する

１６５５ 明暦 元乙未 ４ 鈴木伊兵衛重辰を天草代官に任命 下向する（派遣）

１６５７ 明暦 ３ 富岡、町となる

１６５８ 明暦 ４ 天草の人口 16,000人、乱時の人口に回復
１６５９ 萬治 ２己亥 鈴木重成 重辰親子２代に亘り郡高減石を申請の熱意は

漸く幕府要路の容る処となり検地改替え許容さる

即ち総高２万１千石余の決定。石高半減の宿望遂に達成

萬治検地（石高下河内村１９５石９斗、新休村１０４石、

本村１２３石７斗）

福連木官山の樫の木切り出し始まる

７ヶ浦を改定し、20ヶ浦へ
天草の人口1万6千人

１６６３ 寛文 ３癸卯 ９ 天草東部禅宗本寺 新休 東向寺開山の中華珪法が

示寂（死去） （７６才）

１６６４ 寛文 ４申辰 ６ 新休 東向寺梵鐘改鑄（２世神養珪谷）

７ 私領復活統治 戸田忠昌支配

１６６５ 寛文 ５乙巳 鈴木重成 重辰の功績を称え 郡民各村に鈴木塚を建立

郡中郷村５人組帳始まる



１６６６ 寛文 ６丙午 １０ 佐藤家４代弥兵衛歿す（死去）

１６７０ 寛文 １０庚戌 鈴木重辰、京都にて死去

富岡城破城（戸田忠昌）

１６７１ 寛文 １１辛亥 ３ 戸田忠昌関東に領地替え

小川藤左衛門正辰着任す 小川代官支配

５ 福岡 聖福庵創建

１６７２ 寛文 １２ 染岳観音堂の草庵として〔慈眼庵〕を建立

郡中の馬４千頭余り瀕死

翌年幕府より千両拝借し薩摩より馬６６７頭購入

長崎奉行始まる

砥岐組のみ、島原城主松平忠房の預かり所となる

１６７３ 延寶 元癸丑 長崎奉公人出始める。

山方約(15 人)新設、富岡・崎津・亀川に配置する
二次天領統治

１６７６ 延寶 ６戊午 大風水害で天草被害甚大 凶作

１６７９ 延寶 ７己未 ７ 徳川綱吉を将軍にする（靈元天皇）

１６８０ 延寶 ８庚申 ８ 幕府 切支丹厳禁の令を発令 南西に彗星現れる

この年大飢饉

１６８２ 天和 ２壬戌 １０ 奢侈禁令郡中に觸逹される

本村平床に光徳庵（香徳庵）創建

１６８５ 貞享 ２乙丑 春 服部六左衛門三正着任する 服部代官支配

幕府 生類憐愍の令を発令 犬の繋ぎ置きを禁止

崎津鳥居建立(現存するものでは天草最古)

八代郡五家荘、天草代官の支配所となる

１６８７ 貞享 ４丁卯 １ 幕府 更に生類憐憫の令を発令生類の戸籍帳作成を命ず

３ 靈元天皇譲位、東山天皇受祚（位を継ぐ）（将軍綱吉）

１６８８ 貞享 ５戊辰 ８ 下河内十五社宮鳥居建立（庄屋佐藤平左衛門）

元禄 大矢野組、１４年間の島原預かりを解かれ天草代官支配

下に復帰

１６９０ 元禄 ３ 染岳観音堂建設着手

１６９１ 元祿 ４辛未 天草の人口３４ ,３５７人
下河内村１９５石９斗４升、庄屋佐藤平左衛門。

２３軒２２７人（男１２２･女１０５）

新休村１０４石４斗６升、庄屋福田平兵衛。

１５軒１５６人（男８２･女７４）

本村１２３石７斗２升、鶴田市之丞。

３２軒、３７５人（男２０８･女１６７）

平床の山奥に鉄山あり

１６９２ 元祿 ５壬申 幕府對高野山學侶行人之間的沖突進行裁判 驅逐千余人

幕府 高野山の真言宗僧徒 ６００余人を流刑

東向寺五世、密山道實により寺領に迦葉軒を創建

１６９３ 元祿 ６癸酉 高野山の行人僧 １４０人を天草へ流刑

富岡7 志岐16 御領15 本戸20 栖本20 大矢野18

砥岐8 久玉7 一町田11 大江10 五島155 隠岐155

高野山流人 権大僧都栄遍、大浦で示寂(九品寺）

１６９４ 元禄 ７戌 １２ 高野山流人 権大僧都祐慶大和上、大浦で示寂(九品寺）

１６９５ 元禄 ８ 高野山流人 西福院法印祐遍高浜隣峰寺で示寂

１６９７ 元禄 １０丁丑 １０ 高野山流人 長福院秀漢、志岐で入寂（国照寺）

１６９８ 元祿 １１戊寅 魚貫崎に唐船漂着する

高野山流人 正福院乗良雲、志岐で入寂（国照寺）



１６９９ 元祿 １２己卯 ４ 下河内村庄屋５代佐藤平左衛門歿す（死去）

１７００ １３ 高野山の配流僧ら赦免

１７０１ 元祿 １４辛巳 福連木の樫７ ,０００本を槍柄に切り出す
１７０２ 元祿 １５壬午 江戸無宿５５人天草に配流

赤穂浪士４７名が討ち入り

天草で甘藷栽培

１７０３ 元祿 １６癸未 江戸無宿４５人天草に配流

１７０５ 宝永 ２ 砥岐組７カ村の男女１４４人薩州伊佐郡菱刈に移住

１７０７ 寶永 ４丁亥 １１ 富士山噴火し 山腹に寶永山を生ず

１７０９ 寶永 ６己丑 郡中疱瘡病人手当方を制定

１７１１ 正徳 元 天草の人口 52,785人
１７１２ 正徳 ２ 天草陶石発見

１７１３ 正徳 ３癸己 高野山流人 正覚院権大僧都秀量、志岐で示寂（国照寺）

大庄屋制度廃止

１７１４ 正徳 ４甲午 ７ 天領委任統治 豊後日田の室七郎左右衛門代官兼摂

天草の大庄屋特例として復活

凶作にて大飢饉

１７１５ 正徳 ５ 切支丹宗禁制高札２６枚立つ

富岡に蔵元設置

１７１６ 享保 元年丙申 享保の改革 (将軍吉宗)

１７１７ 享保 ２丁酉 唐津浪人 広田和平が横久保で泥人形製作始める

明徳寺楼門建立

西国巡検使来島

１７１８ 享保 ３ 天草全島人口６５ ,０００人
１７２０ 享保 ５庚子 ６ 島原領所支配 松平忠雄兼帯

郡中総高 21,645石 7 升 7 合
１７２１ 享保 ６辛丑 「宗門人別改帳」の実施

幕府諸国の人口田畑を録進させる

天草は島原城主松平主殿頭忠雄の預地となる

富岡でフカ狩り始まる

１７２２ 享保 ７ 島原城主松平忠雄、天草初巡視

１７２４ 享保 ９甲辰 江戸よりの流人４８名を村預け

１７２５ 享保 １０乙巳 東向寺六世 迦葉軒２世に泰林光心

３ 下河内神社に石灯籠建立

大地震

９ 天草で甘藷栽培始まる

１７２８ 享保 １３戊申 ２ 新休村東向寺６世泰林光心示寂す 年６２才

福岡行人岳に観音堂を建立

１７２９ 享保 １４己酉 郡中大飢饉死者４百餘人

１７３１ 享保 １６辛亥 ８ 本村神社に鳥居建立(庄屋 磨田孫右衛門)

１７３２ 享保 １７壬丑 大凶作 巡検使１３名来島 西南諸国餓死者百万人

１７３４ 享保 １９甲寅 幕府島原藩に命じ救援米千石を貸す

１７３６ 元文 元年丙辰 １０ 島原新城主松平主殿頭忠俔天草巡視

（新休村東向寺参詣本村～仏木坂～志岐）

１７４０ 元文 ５庚申 島原藩主松平忠刻初巡察 天草は大凶作

１７４３ 寛保 ３癸亥 １２ 西空へ菷星出現 翌子年正月１３日頃までで罷む

志岐方面の石炭を発見する

１７４５ 延享 ２乙丑 大雨のため大凶作

１７４６ 延享 ３丙寅 西国巡検使来島 郡中惣高２１ ,２８６石・８ ,２８８軒
７４ ,６５７人・牛７０８頭・馬３ ,９３７頭



船 １ ,３４２隻 .鉄砲 ５４６挺)

郡内(寺数 ５１社 .神宮 ２６６ .
郡中村々道法調査（本泉村より下河内村へ８丁､

下河内村より新休村へ１８丁､新休村より本村へ６丁

※１丁は１０９ｍ

(下河内村庄屋 佐藤務右衛門・

新休村庄屋 福田杢右衛門・本村庄屋 鶴田令右衛門）

桃園天皇踐祚あらせらる 将軍家重

飢米 １ ,９８６石４斗 公儀より拝借に及ぶ

天草の人口7４,６５７人

１７４７ 延享 ４丁卯 ５ 松平忠祇兼帯

１７４８ 寛延 元年戍辰 新休村東向寺(９世靈泉惠照)随意會地となる

１７４９ 寛延 ２ 己 ７ 本村前原の鈴木塚近くに石造社殿新建

巳 正式に鈴木社を奉祠し随意會開帳させる

平床鉾矢筈岳に観音菩薩を建立

島原預所支配 戸田忠盈兼帯 肥後藩 .寶暦の改革
１７５０ 寛延 ３辰午 １ 下河内村庄屋七代佐藤茂兵衛の次男瑞岡珍牛八才にして

新休村東向寺九世、靈泉惠照を禮し薙髪（剃髪）

具足戒（僧侶が守るべき道徳規範・規則）を受く

新島原城主、下野国宇都宮城主戸田忠辰と国替え 天草

は戸田氏預かりとなる

１７５１ 寶暦 元辛未 宝暦年間（1751～1763） 新休に花谷庵を創建

戸田忠辰島原藩主となる

高浜にて陶石採掘を始める

１７５４ 寶暦 ４甲戌 智子内親王踐祚あり、後櫻町天皇（徳川家治）

戸田忠寛島原城主

福岡に地蔵堂を建立（観音菩薩を合祀）

１７５５ 寶暦 ５乙亥 ９ 下河内村庄屋六代佐藤彌兵衛歿す

諏訪神社山口村より現在地に移転、大祭に農具市開催(本

渡の市の起源)

１７６０ 寶暦 １０ 中村頤亭御領に私塾「正論社」を開塾

１７６１ １１ 天草人口、８９、９８２人

１７６２ 寶暦 １２壬午 高浜上田伝五衛門が鷹巣山に高浜焼きを始める

１２ 寺領迦葉軒下に地蔵尊建立

１７６３ 寶暦 １３癸未 本渡諏訪神社町山口より遷座 大祭に農具市開く

１７６５ 明和 ２乙酉 下河内神社に石灯籠建立

山仁田において水平焼き始まる

１７６８ 明和 ５戊子 ４ 日田西国郡代支配 揖斐政復兼任

１７６９ 明和 ６己丑 ７ 東向寺１０世泰梁慧貞 染岳観音院を再興 東向寺門末

１７７０ 明和 ７庚寅 寛永通寶増鋳（追加発行）される

７ 下掛道秋葉さま建立

１７７１ 明和 ８辛卯 大庄屋に名字帯刀（姓と刀剣所持）を許す

出米騒動起こる

１７７２ 安永 元 疱瘡流行、本戸馬場村５９人隔離

１７７３ 安永 ２癸巳 枦原高尾山に鈴木三神像を建立

天草、最初の大規模な百姓一揆

１７７４ 安永 ３甲午 杉田玄白ら「解体新書」著わす

５ 揖斐靱負兼任

１７７６ 安永 ５ アメリカ合衆国独立宣言

１７７７ 安永 ６丁酉 大暴風 郡中の田６割が被害 畑収穫皆無



枦原において金助 為七 久平等、邪宗の信仰が発覚、

庄屋より一喝され忽ち飜心（悔い改める）３名は

惣村中へ詫び證文を入れ内濟となる

１７７８ 安永 ７戊戌 大島子村に隠れ切支丹４名が発覚 牢屋 手鎖

１７７９ 天明 ８己亥 １１ 光格天皇 将軍家治

１７８１ 天明 元年辛丑 ９ 下河内村庄屋７代佐藤茂兵衛歿す

富岡で蔵元騒動起こる

１７８２ 天明 ２壬寅 天明の大飢饉起こる（～１７８７）

１７８３ 天明 ３癸卯 ９ 島原預所支配 松平忠恕兼帯

町山口村に疱瘡流行、罹患 43人
１７８４ ４ 天草の人口 10万人を突破
１７８５ 天明 ５乙巳 枦の原下に弘法大師堂建立（地蔵合祀）

越中富山の売薬業者来島の記録あり

１７８６ 天明 ６丙午 ９ 光格天皇 将軍家齋

福岡長田に秋葉さま建立

１７８７ 天明 ７丁未 寛政の改革

牛深村にて一揆起こる

１７８８ 天明 ８戊申 ２ 東向寺１２世超宗越覺 常恒會地聽許を得て帰山する

３ 米穀買占酒類密造厳禁令発布 郡中酒屋６６軒

株高１ ,７６６石４斗２升５合
酒造総高３ ,１６８石７斗９升

６ 島原城主松平忠恕天草巡視のため来島

１０ 東向寺常恒會開発結制申立相撲興行(１３日まで)

本村前原鈴木社を茅葺きの社殿拝殿に改築鈴木三神を

１０ 祭神として併祠し常恒會結制に引き続き１５日まで開帳

相撲興行を続行これより１４日を以て社祭日と定める

１７８９ 寛政 元年己酉 １ 瑞岡珍牛(４８)長州より帰山し染嶽観音院へ入る

８ 珍牛、東向寺へ晋山（１３世）

１２ 下河内神社に石灯籠建立

１７９０ 寛政 ２庚戊 江戸勘定所より関東移民をすすめたが希望者なし

１７９２ 寛政 ４壬子 ４ 島原(眉山)大爆発 天草一帯津波襲来

家屋流失死者１５ ,０００余人、郡中被害１８ケ村、死者
３４３人

７ 世に「島原大変肥後迷惑」と言う

松平忠馮兼帯

１７９３ 寛政 ５癸丑 一町田・大江組に願い百姓一揆あり

百姓相続方仕法が通達される

１７９４ ６甲寅 宗門改めの為島原表より出役

寺領鈴木社下に観音菩薩を建立

天草の人口１１２,０００人（天草島原乱後12,208人）

１７９５ ７ 新休中尾に金比羅さま建立

１７９６ 寛政 ８丙辰 百姓相続方仕方１１ケ条裁許（寛政の特政）

宗門改めの為 島原表より出役

大雨洪水 田畑被害甚大 田方半作

下河内村庄屋 佐藤周蔵 新休村庄屋 福田恒助

本村庄屋 鶴田新五右衛門

相続方仕方実施に当たり郡中村役より相続方掛庄屋

５ 佐藤周蔵など２２名に島原表より褒詞の晒布拝領

１７９７ 寛政 ９丁巳 島原藩主松平忠憑天草初巡視一行２０８人

７ 東向寺山門前に准胝観音を建立



１７９９ 寛政 １１己未 宗門改めの為島原表より出役

５月中旬より旱魃

１７９９ 寛政 １１己未 ９ 無類の不作につき百姓騒ぎ立て村々を袖乞（物貰い）

して押廻り遂には打毀（破壊）や暴挙に及ぶ

重立つ者に牢舎又は手錠申し付け島原表より吟味の上

江戸表へ経伺中の処、裁決あり夫々罪科申し渡される

(下河内村忠兵衛を追放 不逞百姓を出した下河内村庄屋

へ過料銭９０貫文)

役所へ拝借銀願上げ３千貫匁の下銀（給付）あり

１２ 下河内村庄屋八代佐藤周蔵歿す

１８０２ 享和 ２壬戌 幕府 醸酒の冥加金を徴収する

７ 普門院入口に准胝観音を建立

１８０３ 享和 ３癸亥 郡中痲疹大流行

大雨洪水郡中田畑の荒地頻出

５ 被害特に甚大の下河内村 本村など１３ケ村は見分の上

荒高５００石減石される

１８０４ 文化 元年甲子 郡中村々消防組 施設につき令達

今富村で銅製の異仏が発見される

尾張瀬戸焼の陶工加藤吉左衛門の次男民吉 高浜焼きの

１１ 染付秘法を得るため東向寺天中を介して高浜村庄屋上田

源太夫の製陶工場へ入所する

天草の人口１４０,４４６人（天草島原乱後12,208人）

１８０５ 文化 ２乙丑 郡中宗門改め絵踏廻村の為出役 隠れキリシタン発覚

５千人を数える(高浜 大江 崎津 今富)

郡中貯穀過納税酒造税（酒造２１歩米代銀）取立方掛り

庄屋１２名を選定下河内村庄屋佐藤弥右衛門

下河内神社の拝殿再建

新休竹の尾に愛宕さま建立

９ 御領石本平兵衛、大飢饉救済米を贈る

１８０６ 文化 ３丙寅 ６ 旱魃に付き 東向寺に於て１７日より１７日間祈祷

御領村銀主松阪屋石本平兵衛丁銭三千貫文（７５０両）

郡中へ村方の夫食料として寄付

１８０７ 文化 ４丁卯 郡中宗門改め絵踏廻村の為出役

害虫発生 稲作被害甚大

高浜村に疱瘡流行罹患１８０余人死者７２人

１８０８ 文化 ５戊辰 異国船入港の報に村々心得方配布 厳重警戒にあたる

京阪より流人９人を村預け

１８１０ 文化 ７庚午 郡中宗門改め絵踏廻村の為出役

測量方伊能勘解由忠敬一行薩州長島獅子島～大多尾

着船（牛深に至り高浜 富岡 二江を測量）

１０ 下河内を測量し亀川 瀬戸～上島大矢野を測量

１１ 御所浦諸島を最後に天草全島の測量完了 ５３日間

天草の人口１２８,２４４人

１８１１ 文化 ８辛未 ２ 本村鈴木神社境内に祭神三君を称えた顕彰碑建立

宇土梶山に観音菩薩を建立

本村人高１３３３人（男６６０・女６７３）

その他寺領人高３９２人（男２０７・女１８５）

御領石本平兵衛、大飢饉救済米を贈る

１８１２ 文化 ９壬 富岡町の銀主等は年賦貸付金の全てを棄損する

１８１３ 文化 １０癸酉 天草を長崎代官高木作右衛門が兼帯支配



枦原の百姓清作外７名が秘仏を拝んでいる事が発覚し

佐藤庄屋へ詫証文を入れ内済に取り計らわれる

１８１４ 文化 １１閏癸 ２ 長崎代官支配 高木忠任兼任 仁孝天皇 将軍家齋

１８１５ 文化 １２ １ 迦葉軒入口に准胝観音を建立

３ 新休花谷庵に准胝観音を建立

１８１６ 文化 １３ ２ 二又阿弥陀堂脇に准胝観音を建立

１８１７ 文化 １４丁丑 ７ 本村新休村外三ケ村入會嫁場出入の件

井手組大庄屋長島宇源太 本戸組大庄屋木山十兵衛

志柿村庄屋永野九郎太夫を現場見分に立会わせ内濟扱

高浜上田宜珍、陶石販売をはじめる

天草の人口１３２,２０５人

１８１８ 文化 １５ １ 洗切に准胝観音を建立

吉田左太一東壁が栖本河内村に私塾「学半舎」を開く

文政 元戊寅 本村梶山で下駄山をめぐる入会山紛争起る

音丸周硯が大島子に寺小屋開設（２５名）

１８１９ 文政 ２ ４ 下鶴久保利に准胝観音を建立

１８２１ 文政 ４辛巳 ７ 伊能忠敬の大日本沿海実測地圖 同実測録完成する

郡内諸色雑貨小売商に大問屋株を設定株元は夫々運上を

上納し郡内消費の餘荷は代銀にて年々會所に納付させる

蝋燭鬢付け（整髪料）引請 下河内村（伊三郎）

馬尾掛尻具 下河内村（幸之丞）

１８２３ 文政 ６癸未 上田宣珍「天草島鏡」完成

本村鈴木社に対し神祇管長より鈴木明神と称する神宣状

を下附される

この頃甘蔗(さとうきび)栽培盛んになる

１８２４ 文政 ７甲申 ９ 本村鈴木社社殿再建の工成就する

９ 横久保に三宮神社（東向寺の鎮守）創建

１８２５ ８ 上鶴に金比羅さま建立

１８２６ ９ 天草の人口１４２,７８２人

１８２７ 文政 １０丁亥 村々貯穀並２０分１御下穀石數改請印覺

下河内村 籾７石２斗２升７合 外籾１斗２升

新休村 籾４石６斗６合 外籾７升８合

本村 籾５石１斗７升４合 外籾９升）

１８２８ 文政 １１戊子 大暴風被害甚大（損害反別 田１ ,０９９町２反８畝７歩
畑２３５町９反２畝５歩 漬家（床下浸水）４ ,６８６軒
半漬家１ ,４１５軒 溺死２２人）

１８２９ 文政 １２己丑 ９ 新休若宮社に標柱を建立 昭和64年1月鶴田功確認

本村神社に石灯籠建立

１８３０ 天保 元年庚寅 大暴風雨

新休村被害甚大幕府より手当銀４貫９８３匁借入

本渡町山口村に徳田屋塾（平方権之助）開塾

１８３１ 天保 ２辛卯 水害虫害相嵩み作物大被害

新休若宮神社に石灯籠建立（廃棄）

福岡に志賀さま建立

１８３２ 天保 ３壬辰 ３ 日田郡代支配 監谷正義兼任

町山口川の祇園橋建立

高野山知恩院権大僧都定舜上人河浦へ流罪（信福寺）

天草の人口１４３,０４１人

１８３３ 天保 ４癸巳 旱魃水害虫害相嵩み被害甚大



郡内百姓騒動(都呂々 下津深江 櫨宇土 楠浦 宮地)

７ 長崎代官支配 喬木忠篤兼任

１０ 東向寺 出火全焼す 法堂 庫裡 方丈 東司 僧堂

衆寮 下部屋 納屋 山門廻廊 鐘樓 法藏二宇悉く全焼

となり僅かに仏像 記録過去帳のみ残存し古佛の宝物

什器一切を焼却す(１８世老山梅翁)

１１ 本村永野に屯する３８人程の小前百姓共 枦宇土を經

て帽子岳の同勢へ合躰す

下河内村庄屋 佐藤弥太郎 ４６

新休村庄屋 福田平右衛門 ２７

本村庄屋 鶴田左一郎 ２０

１８３４ 天保 ５甲午 下河内村百姓壽助騒立件に付取糺筋あり長崎奉行所

へ出頭させよと郷宿圓城寺儀兵衛方へ届けられる

９ 寺領に天神様（菅原道真公）建立

下河内村庄屋九代佐藤弥右衛門歿す

船之尾の祇園橋完成 石工 下浦辰右衛門

１０ このころ定舜上人が一町田に「臨川塾」を開く

１８３５ 天保 ６乙未 天保通寶鋳造さる

梶山に志賀大明神建立 鶴田代に滝の上観音建立

１８３６ 天保 ７丙申 郡中食料欠乏 飢餓死人出る

１８３８ ９ 矢筈岳に金比羅さま建立

１８３９ 天保 １０己亥 幕府 百姓の武芸を禁ず

１０ 下河内十五社宮を改築

１８４０ 天保 １１庚子 幕府 神事祭礼の華美・百姓の武芸を禁止する

１８４１ 天保 １２辛丑 ３ 天保の改革

下河内村差置の流人無宿江戸の岩吉(２３)島抜け（脱獄）

１８４２ 天保 １３壬寅 富岡志岐で疱瘡大流行罹患者千人余死者５０余人

二又黒染に観音菩薩を建立

１８４３ 天保 １４癸卯 天草の百姓ら相続仕法復活要求で長崎奉行所へ出訴

１８４４ 弘化 元年甲辰 １ 大矢野 砥岐 栖本の百姓数千人所々打毀（破壊）

１８４５ 弘化 ２乙巳 御領組大庄屋長岡太郎左衛門相続仕法要求のため江戸

幕府へ越訴（本来の手続きを飛び越して訴訟する）

弘化の討壊し 古江村庄屋永田隆三郎を盟友として一揆勃

発 忽ち郡中へ広がる外暴民１５ ,０２１人
１８４７ 弘化 ４丁未 １～ 新休の若宮神社に鳥居建立

下河内道面に清正公さまを建立

天草は日田大官 竹尾清右衛門の領有となる

池田岩之丞兼任 日本近海に異国船の出没が頻繁

１８４８ 嘉永 元戌申 １ 凶作続きにて夫食窮迫す（食糧危機）

１８５１ 嘉永 ４辛亥 下河内村差置の流人亀助(２７)島抜けする（脱獄）

６ 東向寺伽藍再建（２０世師静祖眞）

１８５３ 嘉永 ６癸丑 ペリー 浦賀に来航

ロシヤ特使プチャーチン長崎に来航

１８５４ 安政 元年甲寅 ２ 日露和親条約調印

北方四島(国後 .択捉 .歯舞 .色丹)日本帰属が決定
日米 .日英和親条約締結

１８５５ 安政 ２乙卯 日仏 .日蘭和親条約締結
下島に天然痘流行

新休黒岩に将軍様（鈴木重成）の碑を建立

下河内村差置の流人亀吉 居小屋に不在 探索厳命の回書



１８５６ 安政 ３丙辰 春 東向寺境内に私塾聽松堂を開塾（文久３年廃業）

（大矢野上村の竹添順左衛門荀園） 生徒70名

春秋 勝麟太郎(海舟)富岡 鎮道寺に宿す この年大旱魃

１８５７ 安政 ４丁巳 ６ 下河内村庄屋佐藤弥太左衛門・

寺領引地に城の神様（鈴木重成）を建立

新休村庄屋福田又七朗門・本村庄屋 鶴田要之丞）

１８５８ 安政 ５戊午 郡中にコレラ病流行 劇痢病流行し死者多数

金性寺境内８８ヶ所霊場

１８５９ ６ 東向寺を肥後３３観音１１番札所に指定

１８６０ 萬延 元年庚申 桜田門外の変(井伊直弼殺害) 精鐵錢鋳造される

東向寺本堂復興

前原の山王宮に鳥居建立

天草の人口155,000人

８ 赤崎村庄屋北野識部、長崎外人居留場２万坪埋立に成功

１８６１ 文久 元年辛酉 １ 本村の為兵衛外３名 隱酒造発覚し 手鎖宿預け

本村庄屋は會所預けとなる

楠浦村庄屋宗像堅固釜ノ迫堀切工事着工

１０ 長崎代官高木作右衛門（健太郎）兼任

１８６２ 文久 ２壬戌 ３ 本村に差置の流人鐡三(３３)島抜け

枦ノ原地蔵堂に捨て児事件

本村に野狐使いが居て２百人餘も一時に熱病患者続出

日田郡代支配 屋代増之助兼任

文久永寳鋳造される

４ 値賀紋水、本戸馬場村に私塾集義館を開く

１８６３ 文久 ３癸亥 竹添荀園、町山口村に私塾誠文堂開く

郡中より薩摩へ出稼ぎ人出発

窪田郡代支配

１８６４ 元治 元年甲子 楠浦村庄屋宗像堅固の前潟新田釜の迫鑿河工事完成

御領村大島の小山秀の進、長崎の大浦天主堂を建立

１８６７ 慶応 ３丁卯 １５代将軍徳川慶喜が大政奉還

長崎の漢詩人谷口藍田が本戸馬場村明徳寺内に文学塾開

天草の人口１５６,１８６人

１８６８ 慶応 ４戊辰 ４ 天草郡は富岡県となる

６ 天草県となる

８ 天草は長崎府に併合され、３７村に統合

現 代

１８６８ 明治 元 ９ 元号を明治と改める 神仏分離令出る 米１升２銭３厘

１８６９ 明治 ２ 長崎県の管轄となる

１８７０ 明治 ３ 庄屋を廃止里正を置く 佐藤弥太郎（本村 新休 下河内 本泉）

９ 平民に氏の称を認める

１８７１ 明治 ４ ４ 廃藩置県

１１ 熊本県八代県を設置 北海道へ移民募集

１８７２ 明治 ５ ２ 天草は八代県に所属 里正を戸長と改称

学制頒布 天草学校が設立

太陽暦を採用 天草で郵便始まる

１８７３ 明治 ６ １ 肥後国全体を白川県とし、天草は白川県に編入

天草郡役所が富岡から町山口村（本渡）へ移転

地祖改正条例公布

切支丹禁制の高札撤廃（２６１年間）



１８７５ 明治 ８ 平民に苗字を義務付る 球磨郡へ移民募集

旧幕時代の雑税を廃止し車税 .酒税 .煙草税を定める
下河内村晋門院を校舎として下河内新休学校開設

教員萩野孫三郎

本村引地に民家を借り小山忠重を教員として本村学校を開設

６ 上舜上人示寂（信福寺）

１８７６ 明治 ９ 白川県を熊本県と改める

廃刀令布告 断髪令がでる

１８７７ 明治１０ ２ 西南戦争

１８７８ 明治１１ 郡 区町村の編成

２ 東向寺門前に下河内新休学校校舎新築

１１ 本村学校 福岡に新築移転

１８７９ 明治１２ 各村に郵便局開局

１８８１ 明治１４ 国会開設 荷車使用始まる ６台

１８８２ 明治１５ ４ 下河内市ノ瀬橋完成

７ 下河内市ノ瀬橋未曾有の洪水で流失

１８８３ 明治１６ フェリエ神父大江天主堂設立

１８８４ 明治１７ 天草全郡５３町村列に編成変え

１８８５ 明治１８ フェリエ神父崎津天主堂設立

ハワイ移民始まる

天草の人口１６８,２２１人

１８８６ 明治１９ ４ 学校令発布 小学校は尋常４年（義務制）高等４年となる

下河内学校 本村学校を合併

寺領庄司原に天草郡立本村小学校校舎新築

１８８８ 明治２１ 熊本鎮台を第六師団と改称する 警察署を設置

１８８９ 明治２２ 天草全郡が一町６５ケ村になる

町村制施行 本村 新休村 下河内村の３ケ村を合併し本村

４ と称す

１８８９ 明治２２ １１ 本村小学校を本村尋常小学校と改称

荒木誠初代校長着任 卒業生４名

天真寺裏山 88ヶ所
１８９０ 明治２３ １０ 教育に関する勅語が出された

１８９１ 明治２４ 下河内 市ノ瀬の眼鏡橋開通 本村組戸長 佐藤信邦

石工 下浦村大塚光治 ２２ .２m 幅４ .５m
１８９２ 明治２５ 天草に自転車出現

１８９４ 明治２７ ８ 日清戦争始まる

１８９５ 明治２８ 県道（登立～富岡）起工 本渡～牛深起工改修(大正元年竣工)

１１ 暴風雨のため本村尋常小学校校舎倒壊 伽葉軒を借り授業

４ 中学濟々黌天草分校(天草高校)開校する

第１回天草郡会開かれる

４ 本村尋常小学校新校舎落成（建坪７２坪２合）

香福庵(鶴) 光徳庵(平床) 晋門院(下河内)に分教場設置

３年生以上は本校

１８９６ 明治２９ ５ 水平窯場がなまこ焼きを考案

１８９７ 明治３０ 本渡外港 大門港開港

１８９８ 明治３１ 本渡・牛深町制施行

人力車(４３台)荷馬車(２台)客馬車(２台)走り始める

たばこ専売制実施

１８９９ 明治３２ 三角鉄道開通

１９００ 明治３３ 天草で汽船運行



１９０１ 明治３４ 熊本郵便局で電話業務を開始

１９０４ 明治３７ 日露戦争起こる

本村に伝染病蔓延 新休伝染病院において死者多数

１９０５ 明治３８ 熊本～東京間に直通列車開通

本村尋常小学校に高等科(２年修業)を併置

本村尋常高等小学校と改称

１９０６ 明治３９ 富岡往還（現県道本渡五和線）開通

自転車使用始まる ７台

１９０７ 明治４０ 天草(本渡 .宮地 .牛深)に始めて電灯つく
吉井勇一行天草来島(５足の鞋)

１９０８ 明治４１ 小学校義務教育６カ年に延長

高等科を廃止 本村尋常小学校と改称

青年団が結成される

１９０９ 明治４２ ３ 寺領の寅ノ尾堤が竣工

熊本県立天草中学校独立

本村にネーブルを導入（野島治市氏）

伊藤博文が暗殺される

天草最初の活版印刷所 鶴田恵津次（二又）〔天草人名艦〕出版

天草の人口１９３,４９８人

１９１０ 明治４３ 日韓併合条約締結

本渡 大浦県道開通

１９１１ 明治４４ 牛深に蒸汽船２隻進水する

下河内～寺領間道路完成

１９１２ 明治４５ 明治天皇崩御 大正と改元

１９１２ 大正 元 ６ 天草電燈会社発足

本渡発電所開設

１１ 米１升２円８銭

１９１３ 大正 ２ ４ 私立天草養正女学校開校

６ 迦葉軒の本堂庫裡を大改修

１２ 亀川に天草蚕糸株式会社創業

１９１４ 大正 ３ ８ ドイツ国へ宣戦布告（第一次世界大戦）日本軍 青島占領

迦葉軒に鐘つき堂建立

１０ 大矢野にホルスタイン種乳牛を導入

１９１５ 大正 ４ 天草に始めて自動車が走る

１９１６ 大正 ５ 天草にコレラ発生、死亡者多数

下津深江村に水力発電所ができる

寺領～福岡間道路完成

１９１７ 大正 ６ ５ 天草郡聯合青年團設立 澱粉工場(萩原宗作)建設

富岡町に電灯が灯る

１９１８ 大正 ７ ２ 本村尋常小学校に農業公民学校併設

第一次世界大戦終結

１９１９ 大正 ８ ベルサイユ条約締結

５ 天草製糸株式会社創業 天草酒造株式会社設立

１２ 本渡で電話交換業務開始

１９２０ 大正 ９ ２ 天草繭市場開業

４ 天草郡立天草実業学校開校

本村尋常高等小学校となる

下河内神社狛犬建立（毛利直三郎寄進）

１１ 第１回国勢調査、県人口１,２３３,２３３人 天草１７５,５７６人
１９２１ 大正１０ ４ 熊本県立天草高等女学校改名



７ 肥後銀行天草支店開業

本村青年団新休分団「皇太子殿下御渡欧記念樹」として松を

植樹し記念碑を建立（後の一本松）

和牛導入 飼育始める

１０ 本渡牛深間に定期バスを運行

１９２２ 大正１１ 苓州銀行設立 天草共進会産業博覧会を開催

１９２３ 大正１２ ３ 熊本県立天草農業学校改名

７ 瀬戸開閉橋開通 本渡外港 錦島港開港

９ 関東大震災

本村 堂の迫に本村尋常小学校 校舎新築着工

下河内・鶴分教場廃止

迦葉軒を迦葉寺へ昇格

１０ 大宮地村に水力発電所建設

１９２４ 大正１３ １ 清浦内閣誕生

熊本市電開通

県連合処女会発足

８ 大矢崎築港完成

天草の人口１９５,３４４人

１９２５ 大正１４ ５ 普通選挙法公布 治安維持法施行

１９２６ 大正１５ 天草郡役所廃止 天草支庁に改名 大正天皇崩御 昭和と改元

１９２７ 昭和 ２ 米１升３円４９銭 電灯がつく

普通選挙による初の県会議員選挙

福岡～平床間道路完成 寺領～鶴間道路完成

本村より繭１万貫（３７ ,５００㎏）出荷
１９２８ 昭和 ３ ３ 本渡新港大矢崎港開港 ラジオ使用始まる

苓洲バス設立（本渡－富岡間１５人乗りバス）

富岡に九州大学付属臨海実験所開設

１９２９ 昭和 ４ ４ 本村郵便局開局 平床分教場廃止

上掛道橋架設 龍の橋架設

本村ワサビ組合加工販売 トマト栽培始まる

１９３０ 昭和 ５ 上津浦正覚寺で切支丹墓石を発見

１９３１ 昭和 ６ ９ 満州事変起こる

本渡町に５間道路が開通

１９３２ 昭和 ７ 稲の平地干を架干方式へ

１９３３ 昭和 ８ 県令により水稲晩期栽培始まる

本渡～本村間 岩崎タクシー運行

二浦の横田良一「天草小唄」を出す

１９３４ 昭和 ９ 天草大干ばつ

本渡 下田県道開通

１９３５ 昭和１０ ３ 天草教育会館完成

３ 本渡上水道完成

本渡町と本戸村が合併

本村青年学校設置

本村小学校へ校旗 .ピアノ寄贈（田中直一氏）
１０ 宇土洗切まで道路完成

１９３６ 昭和１１ ２ ２・２６事件

本渡町上町に合同停留所完成

大矢野村の森慈秀が県議会に天草架橋提案

１９３７ 昭和１２ 葉煙草耕作始まる 国防婦人会結成



廬溝橋事件 日中戦争始まる

７ 産業組合再建

１９３８ 昭和１３ 満州移民を奨励 天草に豪雪 天草人口２５万人

本村に葉煙草栽培始まる２９戸

１９３９ 昭和１４ ４ 警防団令公布 米穀配給制始まる 国民徴用令公布

価格等統制令公布 「産めよ殖やせよ」発表

１９４０ 昭和１５ 日独伊三国同盟締結 南京国民政府樹立

米味噌醤油砂糖塩など切符制採用 「贅沢は敵だ」

紀元２ ,６００年祭
十万山登山口に桜の木を記念植樹（天中生）

招魂場に桜の木を記念植樹（天農生・本渡高女）

１９４１ 昭和１６ 太平洋戦争勃発 真珠湾空襲 国民学校令公布

満州開拓青少年義勇軍出発

本村尋常小学校を本村国民学校と改称

本村上平床に電灯つく

４ 青年学校へ報国木炭供出を割当てられる

１９４２ 昭和１７ ７ 天草郡聯合處女會設立

九州産業交通株式会社が設立

天草支庁は天草地方事務所に改名

食料管理法公布 衣料切符制実施 金属回収令で梵鐘供出

１２ 福岡～二叉間道路完成

１９４３ 昭和１８ 学徒動員要項決定 女子勤労動員強化

佐伊津に天草海軍航空隊が設立

山本五十六戦死 学徒出陣

１９４４ 昭和１９ 沖縄疎開児童４０名本村小学校へ入籍、

食料増産のため運動場の栴檀伐採

神風特別攻撃隊編成 佐伊津海軍航空隊創設

学童疎開、竹槍訓練始まる

巡洋艦長良が牛深沖で撃沈

農会 産業組合が合併し農業会発足

１９４５ 昭和２０ ２ 本村小学校運動場北側に横穴式防空壕を構築

空襲警戒のため分散教育 (枦原道場・下河内神社・新休神社

本村神社・聖福庵・平床消防クラブ・香福庵）

６ 佐伊津海軍航空隊より沖縄戦へ出撃（１６名戦死）

８ 広島 .長崎に原爆投下 ポツダム宣言受諾 終戦

９ 墨塗り教科書出現

農地改革を指令

１０ 国民学校授業再開 平床 .宇土は教育分駐教育所
東向寺に菊池農兵隊天草支部をおく

１０ マッカーサー五大改革指令(男女同権 労働者団結権

学校教育民主化 専制政治廃止 経済機構民主化)

１２ 第一次農地改革

１２ 下河内に酒井医院開設

１９４６ 昭和２１ １ 天皇、人間宣言 全国ご巡幸始まる

１ 公職追放令出る

天草人口２１万７千人（内、外地引上げ１万２千人）

２ 貨幣封鎖（新円切替）

４ 戦後初めての総選挙

１０ 農地改革(１１・２９施行)

有機合成剤ＤＤＴ・ＢＨＣを殺虫剤として使用



沖縄より本村へ疎開していた人１５５人が故郷へ帰還する。

松田唯雄「天草近代年譜」を刊行

１１ 日本国憲法（平和憲法）公布

１２ 大連・樺太・シベリアから引上げ船第１号舞鶴港へ入港

１９４７ 昭和２２ ３ 教育基本法 .学校教育法公布(小中学校 ６・３ 制発足)

国勢調査

４ 地方自治法施行(初の民選知事 .市町村長統一選挙)
４ 本村国民学校を本村立本村小学校と改称

新制本村中学校発足(生徒数１４２名) 校舎を共有

５ 日本国憲法施行

第一回県民体育祭

八久保開拓に１８世帯入植

下河内に毛利医院開業

１０ 枦の原下公民館が落成

１９４８ 昭和２３ 教育委員会法公布 サマータイム実施 三輪車入る

宇土分校設置認可

本村農業会解散 本村農業組合設立

４ 果樹試験場設置 養豚始まる

１９４９ 昭和２４ ４ 新休三五番地(東向寺前)に本村中学校落成

校舎９１２㎡ 敷地４ ,７５２㎡)
天皇陛下天草御巡行 天皇陛下 八久保へ立ち寄られる

農地改革進む 動力噴霧器入る

本渡電報電話局開局

単一為替レート一ドル３６０円設定

５ 牛深鰯景気 魚貫炭坑事故１９名死亡

１９５０ 昭和２５ 除草剤に２４Ｄ使用始まる

４ 本村開拓団 天皇御立寄りの碑建立

６ 朝鮮戦争勃発

８ 警察予備隊令公布 公職選挙法施行

本村小学校ＰＴＡ結成 初代会長鶴田作雄氏就任

９ 本渡 本村間バス運行

１９５１ 昭和２６ 日米安全保障条約に調印

３ 本村農業委員会設立

９ 太平洋戦争講和条約調印

本村鶴の山林(５町６反５畝７歩)を学校林とし本村小中学校

ＰＴＡが共有する

ルース台風 パチンコブーム

警察予備隊設置

１０ 志岐に久恒炭坑を開坑

１９５２ 昭和２７ ４ 平床分校設置認可 児童数２３名 教師１名

天草農業試験場開設

１９５３ 昭和２８ ２ ＮＨＫテレビ本放送開始

迦葉寺の本堂庫裡を改修

８ 富岡で鱶狩り２０頭

１９５４ 昭和２９ ２ 志岐炭鉱出水事故３６名死亡

３ 本村中学校特別教室(３室２５６㎡)新築

４ 市制施行により本町小学校 本町中学校と改称

本町学校林を本渡市へ委譲 本渡市学校林設置条例施行

４ 市制施行(本渡 佐伊津 本 亀場 枦宇土 楠浦 志柿 下浦)

総面積１２２ ,５６平方ｷﾛ 人口約４万７百人



初代市長に金子亮夫氏就任

７ 自衛隊発足 県警察本部発足

８ 消防署開庁

１２ 本渡市漁業協同組合発足

１２ 吉田内閣総辞職 電話架設

１９５５ 昭和３０ ３ 本渡市森林組合結成

本渡港完成

８ 天草産業観光大博覧会本渡港埋立地(１１月１１日まで)

第８回国勢調査人口８ ,９２７万人
天草架橋期成会発足

水稲耕作に耕耘機使用始まる 水稲早期栽培始まる

政府買入米の予約売渡制度始まる

９ 客馬車なくなる

１９５６ 昭和３１ ４ 第２代本渡市長に値賀正次郎氏就任

日ソ国交回復 国際連合に加盟

６ 千人塚落成 殉教慰霊祭開催

７ 天草雲仙国立公園発足

６ 本渡市本町支所廃止

岡部禅龍氏が教育委員就任

１０ 売春禁止法成立 占領軍総引揚げ

１９５７ 昭和３２ ４ 宮地岳村本渡市へ編入

ミルク給食開始 本渡市にテレビが入る

新農山漁村建設対策事業実施さる 耕運機入る

６ 本町雪州林道が完成

１９５８ 昭和３３ ＮＨＫ熊本テレビ局開局

５ 瀬戸橋はね上げ式に改修 １万円札発行

１９５９ 昭和３４ ２ 本渡町土手区大火

３ 本村に有線放送電話業務開始（４７年４月廃止)

４ 皇太子御成婚

９ 公社電話自動化 農畜産物輸入自由化

酒井医院改め酒井病院開設

９ 二江沖の原古墳発掘始まる７千年前の人骨出土

１９６０ 昭和３５ １ 日米安全保障条約調印

第３代本渡市長に横山寛人氏就任

４ 熊本空港オープン

富岡で鱶狩り１０１頭

９ 市営グラウンド完成

第１５回国体(高校軟式野球)開催

蜜柑園造成始まる

郡内で町制施行進む（大矢野・河浦・五和・苓北・天草・

１０ 松島・有明・竜ヶ岳・倉岳）

１９６１ 昭和３６ 国民年金法施行 農業基本法施行

３ 第一次瀬戸開削工事竣工

４ 新和町発足

５ 本町寺領農道が竣工

１９６２ 昭和３７ ３ 本町小学校(本渡市最初の鉄筋校舎)落成 完全給食開始

４ 姫戸町発足

５ 平床公民館(分校兼用)落成



５ 栃光大関になる

６ 太田町 南新町埋立完成

７ 天草架橋着工

本村にプロパンガス普及する

８ 天草西海岸道路（大江－崎津）開通

９ 水中翼船就航(本渡三角 本渡島原)

９ 本町中学校に校歌を制定

９ 栖本町発足

１０ 本町保育園開園６０名 理事長松下義雄 園長鶴田義正

１９６３ 昭和３８ ２ 本渡～熊本間の電話ダイヤル即時化

４ 県立天草工業高校開校

深海村出身力士の栃光が大関昇進

１１ 御所浦町発足

１９６４ 昭和３９ ６ 本町支館から本町公民館へ移行

６ 本渡市農業協同組合誕生

６ 本渡市農協下河内出張所開設

ヘリコプターによる農薬散布実施

農業構造改善事業実施 平床に果樹園(１４ .３９ha)造成
１０ 本渡町中央商店街大火(損害約１０億円)

１０ 舟浜地区埋立完成

１０ オリンピック東京大会開催

１０ 岡部禅龍氏教育委員長に就任

本町中学校技術実習室(１１６㎡)竣工

本町～坂瀬川線竣工

天草四郎陣中旗が国重要文化財に指定

１２ 東海道新幹線開通

１９６５ 昭和４０ ２ 米、北ベトナム爆撃開始

本町で水稲一斉航空防除

公社電話全国即時通話網に編入

天草みかん第一選果場落成 米づくり運動実施

１１ 吉展ちゃん事件

１９６６ 昭和４１ ２ 本町中学校第二運動場(８１３㎡)新設

本渡中学校落成

天草職業訓練所落成

８ 本町掛道に精薄児施設天草学園開設

８ 天草切支丹館落成

９ 天草五橋開通

本渡市農協ミカン低温貯蔵庫落成

１１ 市庁舎落成 消防庁舎落成 大旱魃

新休の門前橋が竣工

１１ カラーテレビ入る

１９６７ 昭和４２ ３ 新県庁舎落成

４ 県営楠浦ダム完成(１０６万ﾄﾝ.工費５億４千万円)
４ 本町小学校特殊学級二学級設置

４ 本町中学校特別学級設置

６ アラブ諸国とイスラエルの中東戦争開始

７ 港大橋竣工

８ 本町中調理室(６７㎡)竣工

９ ホーバークラフト就航 本渡～熊本要江港

本町掛道に精薄者施設苓山寮開設



１１ 県下全域大干ばつ

１９６８ 昭和４３ ４ 皇太子 .美智子妃殿下御行啓
５ 天草農業経済圏共販センター落成

６ 本渡市農協長に松下義男氏就任

本町福岡に温水循環育苗ハウス設置(葉煙草)

９ 水俣病を公害認定

１０ 第２３回県民体育大会開催 本渡～大矢野間完全舗装

１１ 市民センター開館

１１ 本渡郵便局舎落成 郵便番号制発足

１ 東大紛争学生 ３７４人逮捕 熊大紛争

本渡交通センター落成

蜜柑選果場落成

３ 枦原パイロット事業完成

７ アポロ１１号月面着陸

８ 医療法人啓正会酒井病院と改称

県天草総合庁舎落成 誘致企業（渋谷電器

羊角湾干拓工事起工 都呂々竹の迫炭坑閉山

１９６９ 昭和４４ １０ 本渡－富岡間が国道３２４号線となる

１９７０ 昭和４５ 羊角湾地域総合開発事業始まる

５ 米軍 北ベトナムを猛爆撃

５ 本町中学校体育館(５１０㎡)竣工

６ 本渡市議員定数２６名に

８ 天草総合庁舎落成

８ 本町掛道にに火葬場完成（総工費１ ,４１５ ,０００円）
カラーテレビ普及 米の生産調整始まる 日本万国博開幕

１０ 本町公民館移転改築落成 １９９㎡ ２８９万円

１０ 本町青年団虫追い太鼓復活

１１ 宇土分校改築落成

１９７１ 昭和４６ ３ 農免道路本渡～五和間完工

本渡地区消防組合発足

４ 新熊本空港開港

６ 沖縄返還協定調印式

７ 市営グラウンドナイター施設完成

７ 本町小学校プール完成 下河内簡易水道完成

１２ 円切上げ（１ドル３０８円）

１９７２ 昭和４７ ４ 地域集団電話開通 有線電話廃止

横浜でカラオケ始まる

５ 沖縄返還、県民９５万の沖縄県発足

日中国交回復（田中角栄）

天草上島に集中豪雨 山津波発生 死者不明１２３名

家屋全半壊８百戸

７ 二又橋架設 田代橋架設

１９７３ 昭和４８ ２ 林業構造改善事業林道 広野線開通

３ 本町中家庭科室音楽室(１６９㎡)竣工

４ 天草広域消防組合開所

５ 中央公民館 .勤労青少年ホーム完成
県立天草青年の家開設

１１ 熊本大洋デパート大火災

石油ショックにより温州ミカン価格大暴落

県立天草東高校・天草西高校発足



本町新休に県立天草養護学校開校 小中学校の特殊学級廃止

普門院 .光徳庵 .香福庵 廃庵

５ 天草瀬戸大橋開通

１１ 市の木「樫」を選定

福岡樋の口橋架設

１９７４ 昭和４９ １２ 市役所行政機構改革 部長制採用

１９７５ 昭和５０ ４ とおしもん復活

５ 枦原に知的障害者更正施設「南海寮」認可

６ 志岐炭鉱閉山

６ 本渡市文化財に東向寺歴代住職の墓を指定

本渡市農協本町支所落成

７ 学校給食センター施設完成 中学校も学校給食始まる

８ 五橋通行料無料化

農地転用 転作(小麦 .大豆)奨励 農機具センター落成

本町小学校創立百周年記念式典挙行

１０ 人口 ２６４６人 世帯 ５７６戸

１９７６ 昭和５１ ２ ロッキード事件発覚

３ 十万山展望台完成

４ 行政自治会長制度発足

４ 本渡市青少年センター発足

本町寺領青壮年会設立 初代会長に鶴田経久氏

１０ 日中海底ケーブル開通

１１ 広域農道トンネル開通

１９７７ 昭和５２ ３ 本渡市立図書館 .南公民館落成
本町東向寺保育園開園３６名 園長岡部禅龍氏

４ 本渡地区清掃センター操業開始 地域農政特別対策事業始

教良木ダム完成

５ 本町福岡青壮年会設立 初代会長に松下行男氏

１９７８ 昭和５３ ３ 本渡バスセンター落成 下島横断有料道路完成

３ 本町枦原青壮年会設立 初代会長に鶴田功氏

４ 浄水センター処理開始 瀬戸歩道橋完成

１０ 高速船就航 本渡～島原

１９７９ 昭和５４ ３ 天草下島北部地区広域農道完成 道目木トンネル完成

９ 下河内にテレビ中継局開局 NHK RKK TKU

電話ダイヤル化

平床公民館改修 掛道橋架設

第３４回県体天草大会 温州ミカン園転換促進事業実施

９ 錦島 野菜一次加工施設落成

１９８０ 昭和５５ ２ 本町小学校体育館落成工費５ ,０４８万
歴史民俗資料館完成

９ 運動場完成１１，７６５㎡ 工費７ ,２９９万
本町新休寺領地区圃場整備完成

30ﾍｸﾀｰﾙ 工費２億４ ,４９８万６千円
掛道自治公民館改修

農用地高度利用促進事業始まる

本町下河内青壮年会設立 初代会長に森寅信氏

１０ 国勢調査（１億１，７０５万７４８５人）

１０ 米飯給食週２回実施

１１ 第１回市民大運動会開く



１９８１ 昭和５６ ２ 早期米コシヒカリ導入 栽培講習会

市立民族資料館開館 亀川ダム貯水始まる

４ 枦の原公民館改修

本町横久保青壮年会設立 初代会長に松村真澄氏

５ 福岡地区圃場整備完成

１９８２ 昭和５７ ３ 福祉センター .保健センター完成
４ 県営亀川ダム完成 総合武道館完成

学校規模適性化審議会発足

本渡中央銀店街アーケード増築

本町新休青壮年会設立 初代会長に岡部有恒氏

本町小学校ナイター施設完成 ７５８万円

鶴地区圃場整備完成 新休公民館改修 横久保公民館改修

９ 水平～下河内間二車線化 一の瀬橋架設 毛利内科新築移転

１９８３ 昭和５８ ３ 学校規模適正化審議会の答申でる

３ 市庁舎増築工事完成

３ 政府臨時行革推進議会意見書提出

本町小学校宇土分校閉校（昭和２３年開校）

本町平床青壮年会設立 初代会長に松下義重氏

３ 鈴木神社３３０周年大祭 拝殿新築落成

１９８４ 昭和５９ １ 市の瀬眼鏡橋と石碑を本渡市文化財に指定

第９代本渡市長に久々山義人氏就任

９ 本渡の歌「本渡わが街」決る

本町鶴青壮年会設立 初代会長に若林一也氏

１１ 市制施行３０周年記念式典 市の鳥「カワセミ」を選定

１９８５ 昭和６０ １０ 第１回トライアスロン天草大会開催

１１ 本渡市行財政改革推進協議会発足

１２ 港新橋開通

１９８６ 昭和６１ ２ 本渡市行財政改革大綱を発表

３ 本渡警察署東浜派出所完成

本町小学校平床分校廃校（昭和２７年開校）

本渡市ＰＴＡ会長・学校給食会長・天草ＰＴＡ会長に鶴田功氏

３ 就任

１９８７ 昭和６２ ４ 消防防災無線開局 天草島原の乱３５０年祭開かる

町内で施設園芸(ハウス)農業始まる

１９８８ 昭和６３ 新休 運動広場完成

県道 下河内～新休間二車線化

３ 広瀬公園野球場完成 本渡運動公園改修工事完成

９ 米国カリフォルニア州エンシニタス市と姉妹都市締結

１９８９ 昭和６４ １ 昭和天皇崩御

魚貫崎漁港に難民船（１６７人）が漂着

１９８９ 平成 元 ２ 昭和天皇大喪の礼

広瀬公園野球場（長島茂雄球場）完成

消費税スタート

本渡五和農業協同組合発足

１１ ベルリンの壁崩壊

１１ 大矢遺蹟から九州最古の土偶出土

１１ 本渡勤労者福祉センター開館

１９９０ 平成 ２ 東西ドイツ統一

３ 本町公民館落成 第１回ふるさと祭り実施



広瀬砂防ダム完成(宇土)

枦原運動広場完成 寺領自治公民館落成

６ ペルー大統領に日系２世フジモリ氏（川内町）当選

１０ 東西ドイツ４５年ぶりに統合 ベルリンの壁崩壊

１０ 県民文化祭(本渡市 牛深市)

１１ 雲仙普賢岳噴火

１１ 天草森林組合発足

１２ 本町 町づくり推進委員会発足

１９９１ 平成 ３ １ 中東湾岸戦争勃発

県知事に福島譲二氏が初当選

市立看護専門学校開校

４ ソ連邦ゴルバチョフ大統領初来日

４ 市立看護専門学校開校 誘致企業 西九州部品営業開始

６ 雲仙普賢岳大火砕流発生

９ 台風１７号・１９号県下災害甚大

１１ 第一回市民文化祭開催

１１ 鈴木神社顕彰祭を１１月２３日（勤労感謝の日）催行

１２ ソビエト社会主義共和国連邦解体

１９９２ 平成 ４ １ 商工会館完成

３ 本町 町誌編纂委員会発足

シルバー人材センター設立

６ 東向寺庫裡屋根工事

あまくさ農業協同組合発足

１０ 都呂々漁港に中国密航者（６１人）上陸

１９９３ 平成 ５ 天草学林開設４００年祭開催

日本ポルトガル友好５０年祭開催

７ 連合政権樹立 細川総理誕生（日本新党）

政府、米市場部分開放を決定

９ 台風１３号九州被害甚大 冷夏で米不作

山口～道面間二車線化 掛道橋架設

１２ 下河内自治公民館新築再建

１９９４ 平成 ６ ２ ＨⅡ型国産ロケット打上げ成功

米穀緊急輸入

４ ウルグアイラウンド最終合意 １ドル１００円を突破

７ 向井千秋 日本人女性初の宇宙飛行士に

１１ 政治改革法成立

１９９５ 平成 ７ １ 阪神淡路大震災（Ｍ７・２、死者５千余名）

３ オウム真理教事件

４ 円が戦後最高値を記録

東京外国為替市場で１ドル７９円７５銭）

１２ 熊本市が中核指定都市 苓北火電本格稼働

１９９６ 平成 ８ ６ 東向寺開創３５０年法要

１９９７ 平成 ９ ２ 枦原下自治公民館新築再建

東向寺３１世入山式

迦葉寺法堂、庫裡を新築再建

本渡～熊本新港間に高速艇マリンビュー就航

御所浦町で肉食恐竜の歯を発見

本渡祇園橋国重要文化財に指定

４ 〔天草方言集〕鶴田功著発刊

１９９８ 平成１０ １ 天草エアライン株式会社設立



本渡馬場～法泉寺間バイパス開通

３ 鈴木正三シンポジュームが開催される

１９９９ 平成１１ 三県架橋シンポジュームが開催される

熊本未来国体開催 携帯電話が一般にに普及する

天草広域連合設置

２０００ 平成１２ 福島県知事死去

新本渡清掃センター落成

３ 天草空港開港、ダッシュエイト就航

３ ホームページ〔天草本邑のあゆみ〕開設

４ 潮谷義子知事誕生

第１３代本渡市長に安田公寛氏就任

５ 東向寺３１世岡部守信和尚晋山式

天草中央漁業協同組合発足

１２ 〔天草方言集〕ホームページ開設

２００１ 平成１３ ＪＡ本渡五和本町支所新築移転

天草消防組合・衛生施設・斎場管理組合が広域連合に統合

１１ 学校給食に強化磁気食器導入

１２ 普門院境内の子安弘法大師堂新築再建

２００２ 平成１４ ニューヨーク市同時多発テロ

３ 東向寺で天草土人形展が開かれる

４ 天草アーカイブス（文書館）開館

５ ワールドカップサッカー大会が開かれる

６ 天草地域森林組合発足

８ 本町「まちづくり実行委員会」発足

ホームページ「本町のホームページ」開設

県道寺領平～引地線開通

天草２市８町で「天草合併協議会」設置

９ 寺領迦葉寺に葛西啓二和尚が入山

２００３ 平成１５ ３ イラク戦争勃発

３ ＪＡ本渡五和が機構再編、北支所本町支店となる

４ あまくさ漁業協同組合発足

掛道に天草本渡斎場落成

１０ 本町公民館 全国優良公民館表彰受賞

１０ 鈴木重成公没後３５０年式典

２００４ 平成１６ ４ 第１４代本渡市長に安田公寛氏就任

７ 天草２市８町で 天草合併協議会 再設置

１０ 本町小学校 PTAが日本 PTA 連合会表彰・文部大臣表彰受賞
２００５ 平成１７ １ 県知事に「廃置分合申請書」提出

天草漁業協同組合発足

２００６ 平成１８ ３ 〔本町の歴史〕発刊

天草市発足

２００７ 平成１９ 枦原に老人福祉施設 葉山苑開設

６ 年金記録未統合判明

１０ 郵政民営化スタート

２００８ 平成２０ ４ 下河内に老人福祉施設 天領の杜開設

１０ 日本人 4人がノーベル賞
１１ アメリカで史上初の黒人系のオバマ大統領が誕生

２００９ 平成２１ ５ 迦葉寺11世晋山式（葛西啓二和尚）

８ 衆院で民主党圧勝 政権交代成る 鳩山由起夫総理誕生

２０１０ 平成２２ ２ 郷土の本・著者の集い（熊本県文化教会）



３ 本町中学校閉校

４ 本渡中・本町中・佐伊津中が統合して本渡中学校に校名変更

６ 菅直人総理

９ 尖閣諸島で中国漁船が巡視船に衝突

２０１１ 平成２３ ３ 東日本大震災・福島原発事故

３ 九州新幹線全線開通

７ 東向寺鐘楼堂再建

９ 第９５代野田佳彦総理大臣

２０１２ 平成２４ 領有権問題（尖閣・竹島）悪化

東向寺保育園新築移転

阿蘇集中豪雨で被害甚大

１ 山中伸弥教授ノーベル賞授賞

１ 衆議院自民党圧勝 安倍晋三総理

２０１３ 平成２５ ５ 天草方言集第七版発刊 （熊日・西日本新聞掲載）

２０１４ ２６ ２ 郷土の本・著者の集い（熊本県文化協会 日航ホテル熊本）

２ 天草方言集第八版発刊


